
一　　　　般： 2,000 円
学生（大学生以下）： 500 円
家 族 会 員： 3,000 円
賛助会員： １口 10,000 円

会費納入
のお願い

会費
（年額）

納入
方法

博物館受付で直接納入するか、同封
の振込用紙をご利用下さい。
本通信と行き違いで既に会費を納入
された場合はご容赦願います。

会　場／阿賀野市立吉田東伍記念博物館 附属 吉田東伍生家（旧旗野邸）大広間
曲　目／パッヘルベルのカノン、バッハ「主よ人の望みの喜びよ」、ヴィヴァルディ「四季」
出　演／ヴァイオリン：井口　歩、小島健弘、奈良秀樹、松村牧子　　
　　　　ヴ ィ オ ラ：長尾　幸　　チ ェ ロ：安部信之介　　コントラバス：冨岡　章　　チェンバロ：丸山洋子
入場料／友の会会員：無料　　　一般：博物館入館料 300円（小・中学生 150円）
申込不要（直接会場へどうぞ）

Togo Museum Emsemble 第20回記念演奏会

平成30年６月2日㈯　１４：００開演（１３：３０開場）
バロック名曲集～ヴィヴァルディ「四季」を全曲演奏！

（通巻77号）
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吉田東伍記念博物館友の会設立20周年を迎えて
　吉田東伍記念博物館友の会 会長　長谷川  明 一

　友の会設立20周年記念の年を迎えるに当たり、今日まで
会員並びに多くの市民の皆様から御支援御協力をいただ
き、市民協働で市立吉田東伍記念博物館とともに事業活動
を展開してきました。平成９年９月に博物館が開館し、翌
年の平成10年４月に友の会が設立されました。爾来、活動
の基礎を固め、博物館活動のよき理解者として支援・協力
する立場で20年の歩みを進めてきました。

　そこで、今年は20周年を記念した事業の取り組みとし
て、「吉田東伍生誕之地碑」建立の式典・祝賀会をはじめ、
ＴＭＥ第20回記念演奏会、ちあきの会の皆様の協力を得て
企画展「吉田東伍親子展（仮）」の開催などについて、今
次総会の総意のもと準備作業を進めています。
　ここにあらためて事業完遂のために皆様の御支援御協
力を切にお願い申し上げます。

吉田東伍記念博物館館長就任のご挨拶
吉田東伍記念博物館 館長　斎  藤  弥  一

　吉田東伍記念博物館が平成９年に開館し、翌年の平成10
年に「友の会」が結成され今年で20周年を迎える節目の年
に、館長を拝命することを大変光栄に思っております。
　今年は、吉田東伍没後100周年に当たり、特別な事業を
計画している旨をお聞きしました。日ごろ、友の会の皆様
におかれましては市から援助がない中、精力的な事業展開
をなされていることに大変敬服いたしております。

　さて当館は、オープン以来展示替えなどもできずに20年
を過ぎてしまいました。今後も運営については厳しい状況
が予想されますが、郷土の偉人である吉田東伍先生の名を
冠している当館において、後世にいかに伝えていくかが課
題であり、我々も一層の努力を重ね励んでまいりますので、
皆様はもとより博物館を支えてくださる方々から、より一
層の助言や指導をいただきますようお願いいたします。
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会 員 随 想

慈光寺・村松郷土資料館 及び　　　
　蕎麦処阿弥陀瀬を訪ねて

友の会会員　百　都　政　弘
もも つ

○平成29年度 事業報告
期　　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

	 ５月	１３日	（土） 平成29年度総会

	 ５月	１３日	（土） ミニコンサート「地元の小学校で生まれた最近のうた」　出演：風岡 英治さん（シンガーソングライター）

	 ６月	 ３日	（土） 阿賀野市立吉田東伍記念博物館コンサート2017　
TOGO Museum Ensemble 第19回演奏会　出演：ポッチャリーノ弦楽四重奏団

	 ６月	１６日	（金） 初夏の研修旅行～関川村と阿賀北の史跡めぐり～

	 ８月	 ４日	（金） とんと昔を聞く会

	 ８月	２６日	（土） 星空への招待2017

	１０月	１５日	（日） サロンコンサートVol.15～木管五重奏の愉しみ～

	１１月	１４日	（火） 秋の研修旅行～村松の歴史散歩と新蕎麦の味わい～

	１２月	 ９日	（土）
第18回研究発表会　
　発表テーマ　「齢七十余、転居三十五回、海外在住二十五年の行く末は？」
　発表者　武中 秋一 氏（友の会会員）

	 ３月	 ３日	（土）
吉田東伍記念博物館開館20周年記念事業　能楽講座と演能「能を愉しむ」
　会場　阿賀野市ふれあい会館　多目的ホール
　講師　津村禮次郎氏（重要無形文化財（能楽総合）指定保持者）

○平成30年度 事業計画
期　　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

	 ５月	１２日	（土） 平成30年度　設立20周年記念総会（終了後に茶話会）

	 ６月	 ２日	（土） 阿賀野市立吉田東伍記念博物館コンサート2018
TOGO Museum Ensemble 第20回記念演奏会　バロック名曲集～ヴィヴァルディ「四季」を全曲演奏！～

	 ８月	 ３日	（金） とんと昔を聞く会

	１０月～１２月 博物館企画展「吉田東伍親子展」（仮称）

	１０月	１３日	（土） 吉田東伍生誕之地碑除幕式・記念サロンコンサート・祝賀会

	１１月	（未定） 秋の研修旅行～只見町・河井継之助記念館と戊辰戦争150年～

	 ３月	（未定） 第19回研究発表会　発表者：吉田東伍記念博物館友の会会員

	 ３月 友の会設立20周年記念誌の刊行

通　年

①吉田東伍記念博物館の博物館活動への協力

②パネル巡回展の実施

③紙芝居「吉田東伍の生涯」の巡回

④他の文化団体との連携・協力

⑤学校教育への支援

⑥インターネットによる広報活動「友の会通信ウェブ版」の充実

平成30年度友の会総会報告
　平成30年5月12日㈯午後２時から博物館内の吉田東伍生家で、平成30年度総会が開催されました。長谷川明一会
長が開会あいさつ、齋藤弥一博物館長よりご祝辞をいただいた後、会長を議長として議事を進行しました。議事では、
平成29年度事業報告・決算報告、役員の改選、平成30年度事業計画・予算案について慎重審議の結果、原案どおり
承認されました。特に今年度の友の会設立20周年にあたって、①「吉田東伍生誕之地碑」の建立（10月）、②ＴＭ
Ｅ第20回記念演奏会（６月）の開催、③企画展「吉田東伍親子展（仮）」の開催（10月～12月）、④記念誌の発行（３月）
からなる記念事業の実施について会長より報告・発表がありました。総会後には茶話会を開催。節目の年に博物館
をさらに盛り上げて、楽しく学ぶ友の会活動を展開していこうと会員一同、思いを新たにしました。�（友の会事務局）
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会 員 随 想

慈光寺・村松郷土資料館 及び　　　
　蕎麦処阿弥陀瀬を訪ねて

友の会会員　百　都　政　弘
もも つ

　昨年11月14日、友の会で地元の近くを改めてゆっ
くりと訪れ、知らないことも多かったことに驚かされ
た旅であった。
　慈光寺は、まだ、駐車場や蕎麦屋さんがない時
から訪ねているが、駐車場から参道を歩き、秋も深
く人気のない参道も昔のままで、所々お地蔵さんが
あり、杉並木や川と好い景色を作っており感動もので
あった。いつも山門まで車で来ていたから、知らなかっ
た龍の形をした杉の枝があったことを知り、山門入
り口にむらまつ伝説「白山と大蛇」看板もあり、い
ろいろと考えさせられた。また、吉田東伍記念博物
館の渡辺史生さんが用意してくれた、石塚三郎の慈
光寺門前の写真を、現在の状況と比べて、杉の木の
成長した状況、建物等の改修したところが確認でき、
楽しく見ることができた。
　慈光寺境内で副住職さんが掃除をしておられ、友
の会で見学と話しかけたところ、事前連絡もしてい
ないのに「中の方で住職のお話をお聞きください。」
とご親切なお話があり、参加者全員が楠木正成の大
きく描かれたお部屋で、御住職から、正成の直系の

能勝禅師により開山され、曹洞宗の越後四ヶ道場（慈
光寺の他に、耕雲寺：村上、種月寺：岩室、雲洞庵：
塩沢）となっている等のお話をしていただいた。その後、
素晴らしい、本堂、座禅堂、境内等見学させて貰った。
　五泉市村松郷土資料館は、雨の中訪れ、村松城
３万石の絵図面や模型、以前乗った加茂から五泉ま

での村松鉄道
の資料等の展
示があり、懐
かしく見させ
てもらった。
　蕎麦処阿弥
陀瀬の御主人

は、安田高校で生物の先生として、また写真クラブ
では写真の指導をし、全国の写真甲子園大会に何
度も行かれたことのある方です。こだわり蕎麦は香り
と甘さのある西会津の蕎麦粉の九割蕎麦と奥さんの
煎り菜種油100％の天ぷらとお刺身、のっぺい、村
上の永徳の鮭の焼付、神林の飯寿し等の料理を出し
てもらい、会費が心配になる位の御馳走であった。

⑴　天体観測会『星空への招待』のゲリラ的な実施
　今まで年１回程度、観測会を開催してきましたが、
天候に恵まれず中止となることが度 あ々りました。そ
こで今年からは、晴れた日を狙って観測会を実施し
ます。観測会場は、買い物客やスポーツ活動等々で、
人が多く集まっている施設の駐車場等を考えています。
当面は公共・民間を問わず、協力していただける施
設を探し出すことが喫緊の課題です。また、実施決
定が当日夕方となることも多いので、開催の告知はツ
イッター（Twitter）で行います。

⑵　ツイッター（Twitter）で星の話題を情報提供
　観測会実施の告知だけでなく、星空の情報を随
時発信していきます。今見えている明るい星の名前や
月齢、流星群情報など、リアルタイムに情報提供をし
ていきます。つまりサークル活動といっても、観測会
や情報提供の対象は一般の市民の方が中心となりま
す。したがって部員の募集は、急な観測会実施にと
もなう会場整理や機材設置等をお手伝いしていただく、
スタッフとしての募集となります。活動にご賛同いた
だける方はよろしくお願いします。
※ツイッターのユーザー名は、@astoro_togoです。

『友の会天文部』が
新設されました。

　今年度から、サークル活動として天文部を新設していただ
きました。責任者の廣田正博と申します。よろしくお願いします。
天文部の活動は、主に次の２点となります。ただし仕事の関係で、
活動日は当面（木曜、日・祝）に限られます。
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友の会伝言板 事務局より
① ４月の人事異動で小林英伸主任が博物館に転入されました。
② ５月27日㈰午前６時から吉田東伍記念博物館内の吉田東伍生家の庭園の草
取りと清掃を行います。鎌と軍手の持参と作業しやすい服装での参加をお願
いします。

③ 新規会員を募集しています！ご近所、お友だち、ご家族に入会のお声がけをお
願いします。

④ 原稿を募集しています！『友の会通信』の「会員の研究ノート」「会員随想」「友
の会伝言板」のコーナーへの投稿をお待ちしています。詳しくは友の会事務局
までお問い合わせください。

編集後記／友の会の活動が始まって20年、いよいよ成人式を迎えます。盛
りだくさんの記念事業は、積み上げてきた活動の厚みと、博物館活動を支援した
いという思いのあらわれです。そして、20年間に出会った大勢の皆さんとの楽し
い時間の積み重ねの成果だと思います。友の会活動はその先の未来へ、新たな一
歩を刻む１年間がスタートします。会員の皆様もぜひ博物館へお越しいただき、
活動に御参加下さい。（事務局Ｔ）

平成 30・31 年度 役員
役　職 氏　　　名

会　 長 長谷川　明　一
副 会 長 百　都　政　弘
副 会 長 藤　崎　達　也
会計監事 廣　田　正　博
会計監事 渡　辺　ヒ　サ
運営委員 小　野　民　裕
運営委員 金　子　祐　也
運営委員 小　林　　　弘
運営委員 佐　藤　智　恵
運営委員 白　井　晧　一
運営委員 信　田　久　榮
運営委員 柾　木　ナ　ツ
運営委員 渡　辺　与志和
事 務 局 小野里　澄　子
事 務 局 田　中　洋　史

吉田東伍記念博物館友の会設立20周年記念事業のお知らせ
～「吉田東伍生誕之地碑」建立募金のお願い～

　友の会設立 20周年と吉田東伍没後百年を記念して、下記の趣意書のとおり石碑を建立することにな
りました。会員の皆様の御協力をお願いします。
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